
基底値の増加時期が一致した.続いて,EICの低下と

同時に性皮の腫脹が完全に消退し,2回の規則的な腫脹

変化の後に,排卵,初潮を迎えた.排卵に至った周期

では,EICの明瞭な増加がみられた.

2005年度は,現在 9歳のミズキと7歳のミサキに

ついて,EICおよびFSHの測定をおこなった.結果は

いずれも低値を示し,周期的な変化はみられなかった.

しかしながら,ミズキでは,この間の性皮サイズに著

しい増加がみられており,今後EICの増加や牲皮腫脹

において変化が現れることが期待される.

また,初産のチンパンジーでは流産が多いといわ

れ,その原因の一つとして内分泌の異常が考えられる.

そこで,今回ツバキの妊娠中の尿中 EIC,FSH,PdG,

コルチゾールについても測定をおこない,現在分析を

進めている.

33ニホンザルにおける運動能力の研究-ニホンザル

の持ち上げ力丑および引っ張りカ丑の測定一

江口祐輔,新村毅,植竹勝治,田中智夫 (蘇

布大 ･獣医),鈴木克哉 (京都大 ･霊長研)

対応者 :室山泰之

ニホンザルの運動能力に関する基礎的知見を得る

ために,持′ち上げ力丑を測定した.調査は野外観察施

設で行った.高浜群 (49頭)および若桜群 (31頭)の

2群を供試した.サルが扉を持ち上げることによって餌

が得られる実験装置を自作した.装置の中に入れた飼

料をサルがすべて取るまでを 1試行とした.まず,罪

を開けた状態から,試行が進むごとに扉を徐々に閉め

た.その結果,サルは常に餌を注視しながら,腕を伸

ばして飼料を取ったが,扉を閉じても持ち上げる行動

は認められなかった.この結果を踏まえて,扉に窓を

設置したところ,窓をのぞく個体がいたものの,扉を

持ち上げるには至らなかった.これまでの結果を踏ま

えて,実験装置前面の扉を錘付きのネットに変更して

持ち上げ力量を測定した.その結果,持ち上げ力丑の

最大値は4.8kg(2歳雄,4歳雌)であった.次に,サ

ルが錘のついた紐を引き上げることによって餌が得ら

れる装位を与えた.その結見 サルは手で8.5kgを,四

肢で踏ん張り,紐を口でくわえて 12.0kgを引き上げた.

34利器を用いたニホンザルの骨傷における実験的研

究

大薮由美子 (京都大 ･理)

対応者 :囲松豊

弥生時代の古人骨資料には,利器による傷痕を残

すものが約 110個見つかっている.これまで,利暑削こ

よる傷痕の原因武器を推察した研究はあるが,いずれ

も傍証的に議論されることが多かった.なぜなら,弥

生時代の武器は他の時代の武器と比べて種類が多く,

原因武器を特定するのが困難であるからである.'そこ

で,古人骨における侶痕の原因武器を推察するため,

弥生時代の武器の柿巧なレプリカでニホンザルの骨格

に供を作成する実証的な研究を進めた.使用したニホ

ンザルの骨格は,軟部組織が分解された後の新鮮骨で,

主に下肢長骨を用いた.また,役元武器には打処石剣,

磨製石剣,銅剣を使用し,鉄澱武器の'代用として現代

の鉄製斧を採用した.作成した傷痕は,実体顕微鏡で

表面と断面の形憶を観察し,断面において傷の幅と深

さを計測した.各武器の傷痕を比較分析した結果,辛

面における形態的特徴では,打製石剣の傷が不定形な

数条?条線を呈したが,他の武男別こよる傷は,一本の

条線ができたのみであった.さらに,断面形の特徴で

は,石製の武器による傷痕は金属処の武田による傷痕

よりも浅く幅の広い形態となり.金属割の武辞による

傷は鋭いV字状の断面となった.石炎と金属魁の武界

による傷痕には,断面における形憶特徴に明碓な追い

があることから,今後古人骨における傷痕の原因武解

同定に役立てることが可能になると考える.

36ニホンザル乳児における拡大/締小知党の非対称性

の発達

白井述,山口英美 (中央大 ･文)

対応者 :友永雅己

昨年度から引き続き,ニホンザル乳児の拡大/縮小

運動の知覚発達について検討を行った.拡大/縮小知覚

の非対称性 (拡大は縮小よりも検出しやすい)につい

て,のべ 16頭の乳児を対象に実験を行った (30-174

日齢,平均-104.8,SD-±45.31).実験刺激は 1つの拡

大 (または縮小)図形と11個の縮小 (または拡大)図

形群によって構成された視覚探索刺激であり,刺激提

示中のターゲット (1つだけ異なる運動特徴を持つ図

形)-の選好頻度を測定した (FPL法).実験の結果,

ターゲットが拡大図形である場合には平均 55.5%の試 ′-

行でターゲットに対する選好が観察された.一方ター

ゲットが縮小図形である場合にはわずか 48.4%の試行

でしかターゲット選好が生じなかった.拡大条件での

みチャンスレベル (50%)との間に有意傾向が認めら

れたQ)<.1).こうした傾向は,ヒトにおける拡大/縮小間

の非対称性 (拡大は縮小よりも検出しやすい)と概ね

一致する.今後は,より多くの個体を対象に実験を行

い,複数の日齢群を設定して,発達的変化の詳細を検
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